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「
醍
醐
の
桜
」
と
共
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未
来
へつ
な
ぐ
、
祈
り
の
心�
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今月の掲載内容

・「
醍
醐
の
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共
に
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「
醍
醐
の
花
見
」
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
近
年
、
温
暖
化
に
よ
り
桜
の
開
花
時
期
が
早
ま

り
、
入
学
式
で
は
な
く
、
卒
業
式
が
桜
の
イ
メ
ー
ジ

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
醍
醐
寺
に
は
桜
を
愛

で
に
今
年
も
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
秀

吉
公
が
催
さ
れ
た
こ
の
「
醍
醐
の
花
見
」
は
、
慶
長

三
年
（
一
五
九
八
）
旧
暦
の
三
月
十
五
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
醍
醐
寺
と
桜
の
関
係
は
古

く
、
三
宝
院
を
創
建
し
た
勝
覚
僧
正
に
よ
り
、
永
久

六
年
（
一
一
一
八
）
に
は
、「
桜
会
」
と
呼
ば
れ
る

請
雨
法
（
雨
乞
い
の
法
）
が
修
行
さ
れ
、
満
開
の
桜

の
も
と
で
法
要
を
営
ま
れ
た
こ
と
が
文
書
に
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
も
足
利
尊
氏
の
弟
で
あ
る
直

義
や
六
代
将
軍
足
利
義
教
な
ど
も
醍
醐
寺
に
花
見
に

訪
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

い
に
し
え
よ
り
「
花
の
名
所
」
と
し
て
し
ら
れ
て

い
た
醍
醐
寺
の
桜
で
す
が
「
桜
会
」
自
体
は
清
瀧
権

現
を
本
尊
と
し
て
行
わ
れ
た
密
教
行
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
醍
醐
の
桜
は
「
祈
り
の
中
で
こ
そ
美
し
く

咲
く
桜
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

秀
吉
公
の
「
醍
醐
の
花
見
」
も
、
近
畿
一
円
か
ら

七
〇
〇
本
の
桜
を
植
樹
し
、
女
房
衆
約
一
三
〇
〇
人

を
呼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
ご
自

身
が
楽
し
む
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
最
晩

年
、
共
に
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
方
々
、
自
分
の

世
話
を
し
て
く
れ
た
方
々
、
自
分
が
一
番
大
切
に

思
っ
て
い
る
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
か
れ

た
「
お
花
見
」
で
し
た
。
丁
度
、
そ
の
二
年
前
、
慶

長
の
大
地
震
に
よ
り
、
居
城
で
あ
る
伏
見
城
が
倒
壊

し
、
多
く
の
方
々
が
被
災
し
た
こ
と
も
あ
り
、
被
災

に
よ
っ
て
沈
ん
で
い
た
城
内
の
人
々
の
心
を
慰
め
る

た
め
に
も
秀
吉
公
が
「
祈
り
の
心
」
で
行
っ
た
「
お

花
見
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
に
も
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？人

の
心
は
移
ろ
い
や
す
く
、
儚
い
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
「
祈
り
」
が
あ
れ
ば
、
広

く
大
き
な
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
は
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
の
記
念
の
年
で

あ
り
、
そ
の
慶
讃
事
業
の
メ
イ
ン
は
「
法
流
の
杜
」

の
整
備
と
し
て
の
桜
の
植
樹
で
す
。

清
瀧
権
現
の
伝
説
の
中
で
、
祈
り
と
共
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
「
醍
醐
の
桜
」。
未
来
に
向
け
て
、
そ
の

美
し
さ
と
祈
り
の
心
を
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
も
と
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
七
十
六
次
定
期
宗
会

　

告　

諭

本
日
こ
こ
に
、
第
七
十
六
次
定
期
宗
会
を
招
集
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
は
、
ご
多
忙
な

中
、
ご
登
山
下
さ
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
、
醍
醐
寺
第
百
三
世
座
主
、
真
言
宗

醍
醐
派
第
十
一
世
管
長
の
順
和
大
僧
正
猊
下
が
御
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
醍
醐
派
教
師
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
方
々
か
ら
哀
悼
の
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
し
み
の
中
、
不
肖
、
私
が
座
主
、

管
長
へ
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
座
主
、
管
長
と
し
て
、

仲
田
猊
下
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
開
山
聖
宝
尊
師
の

御
心
に
添
い
、
宗
団
発
展
の
た
め
に
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

奇
し
く
も
、
本
年
は
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
を

迎
え
る
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

醍
醐
派
教
師
お
一
人
お
一
人
の
お
力
を
お
借
り
し
、

大
法
要
を
無
魔
に
て
成
し
遂
げ
た
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。一

方
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
戦
乱
に
苦
し

む
人
々
は
増
え
続
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て

も
、
本
年
の
一
月
一
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
今
な
お
避
難
所
に
多
数
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
平
穏
な
生
活
が
戻
る
よ
う
に
、
醍
醐

派
寺
院
・
教
会
・
教
師
の
皆
様
と
共
に
祈
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
り
、
告
諭
と

い
た
し
ま
す
。

　
　

令
和
六
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　

真
言
宗
醍
醐
派
管
長

�

大
僧
正　

壁
瀬
宥
雅
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▼
度
牒
授
与

　
　

本
宗
籍

令
和
五
年
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広　

島�

藤
原　

和
光

▼
僧
階
昇
補

　
　

修
験
籍

令
和
五
年
十
月
十
日

　
　
　

大
律
師　
　
　

東　

京�

河
野　

聖
炎

　
　
　

大
律
師　
　
　

栃　

木�

堀
田　

明
峯

▼
責
任
役
員
任
命

二
月
三
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

法
林
寺�

坂
巻　

恵
介

�

大
江　

泰
枝

　
　
　

富　

山　
　
　

聖
久
寺
教
会�

上
野　

静
子

�

上
野　

哲
士

二
月
十
四
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

不
動
院�

小
笠　

量
順

�

小
笠
せ
つ
子

　
　
　

三
河
東
部　
　

龍
泉
院�

鈴
木　

久
美

�

鈴
木　

雅
司

二
月
十
六
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

威
寳
院�

柴
田　

千
鶴

�

牧
野　

陽
子

二
月
二
十
四
日

　
　
　

京　

都　
　
　

上
願
寺�

西
岡　

良
祐

�

福
田　
　

旭

▼
総
代
委
嘱

令
和
五
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　

福　

岡　
　
　

法
照
寺�

松
隈
八
千
代

�

渡
邉　

房
枝

�

西
村　

弘
孝

二
月
三
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

法
林
寺�

熊
谷　
　

康

�

前
坂　

國
武

�

小
林　

健
二

二
月
十
四
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

不
動
院�

安
井　

康
二

�

宮
城
谷
仁
志

�

田
中　
　

衛

�

熊
澤　

克
人

�

鈴
木　

通
博

　
　
　

三
河
東
部　
　

龍
泉
院�

鈴
木　

里
奈

�

後
藤　
　

寛

�

鈴
木　

正
六

二
月
十
六
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

威
寳
院�

西
田　

和
代

二
月
二
十
五
日

　
　
　

山
形
北
部　
　

寶
隆
院�

仁
藤　
　

等

�

福
澤　

一
郎

�

茅
原　

章
彦

▼
褒
賞
下
付

二
月
一
日

　
　
　

愛　

媛　
　
　

蓮
生
寺�

渡
部　

敬
三

▼
承
認
・
証
明

令
和
五
年
十
二
月
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

愛
染
院

�

宗
教
法
人
解
散
の
件

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　

鹿
児
島
（直）　
　

報
恩
寺

�

宗
教
団
体
証
明
書
下
付
の
件

二
月
八
日

　
　
　

愛　

媛　
　
　

佐
々
木　

栞
祐

�

転
入
承
認
の
件
（
高
野
山
真
言
宗
よ
り
転
入
）

二
月
十
日

　
　
　

大　

分　
　
　

最
勝
寺

�

宗
教
法
人
解
散
の
件

　
　
　

兵　

庫　
　
　

上
野　

顕
弘

�

僧
籍
復
籍
承
認
の
件

二
月
十
五
日

　
　
　

山　

口　
　
　

藤
里　

隆

　

�「
大
聖
院
神
原
教
会
」
次
期
代
表
役
員
代
務
者
就

任
予
定
者
証
明
書
下
付
の
件

二
月
十
八
日

　
　
　

大
阪
（直）　
　
　

宝
寿
山
無
比
力
堂

�

非
宗
教
法
人
廃
止
の
件

二
月
二
十
一
日

　
　
　

備　

前　
　
　

金
剛
寺
住
職　

菅
野　

舜
仁

�

履
歴
証
明
書
下
付
の
件

二
月
二
十
八
日

　
　
　

福　

島　
　
　

松
井　

智
照

�

師
僧
替
承
認
の
件

二
月
二
十
九
日

　
　
　

福　

岡　
　
　

法
照
寺

�

宗
教
法
人
解
散
の
件

▼
死
亡

令
和
五
年
十
二
月
四
日

　
　
　

大　

阪　
　

宝
寿
山
無
比
力
堂
主
管

�

少
僧
正　
　

久
世　

誠
真

録
　
事

１　�僧籍を有する方で、健康で信仰心があり、
後進の育成に努力を惜しまない方。

２　�給与　１７万円以上。
３　�住居を用意（山内居住の場合は居室を用
意）。また、通勤の場合は交通費を一部
支給。

４　�休日は年間７５日、有給休暇法令通り付与。
５　�健康保険、厚生年金加入。
６　�勤務地は総本山醍醐寺。学院の寮監、
随行を含め若干名を募集。

　　※募集要項詳細はお問い合わせください。

京都市伏見区醍醐東大路町22
総本山　醍 醐 寺

醍醐寺僧侶職員募集
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節
分
会

　

令
和
六
年
二
月
三
日（
土
）　　

午
後
一
時　
　
　

伽
藍　

清
瀧
宮 

五
大
力
餅
入
魂
式

　

令
和
六
年
二
月
十
日（
土
）　　

午
前
十
一
時　
　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

　

令
和
六
年
二
月
十
八
日（
日
）　

午
後
一
時　
　
　

深
雪
会　

つ
る
き
餅

遍
照
心
院
順
和
大
僧
正　

百
箇
日
法
要
・
納
骨
式

　

令
和
六
年
二
月
十
二
日（
月
）　

午
前
十
一
時　
　

三
宝
院
本
堂
・
塔
頭　

菩
提
寺

五
大
力
尊
仁
王
会

　

前　

行　

令
和
六
年
二
月
十
五
日（
木
）　　
　
　

午
後
三
時　

開
白　
　
　

伽
藍　

金
堂

　
　
　
　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
一
日（
水
）　　
　

午
前
十
時　

結
願　
　
　

伽
藍　

金
堂

　

仁
王
会　

令
和
六
年
二
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）　

午
前
九
時　
　
　
　
　
　

全　

山

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員

及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満
了

に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

令
和
六
年
度
分
の
宗
費
賦
課
金
は
、
六
月
以
降
に
ご
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

本
宗
教
師
・
修
験
道
教
師
の
方
で
、
銀
行
引
落
登
録
（
個
人
宗
費
に
限
り
ま
す
）
を
さ
れ
て
い
る

方
は
八
月
二
十
七
日（
火
）
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

宗
費
賦
課
金
、
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
を
は
じ
め
各
種
お
支
払
い
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

教
学
部
よ
り

第
四
十
九
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講
座
参
加
者
募
集

　

主　
　

催
：
第
四
十
九
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講
座
実
行
委
員
会
（
後
援
：「
同
宗
連
」）

　

日　
　

程
：
令
和
六
年
六
月
十
三
日（
木
）
～
十
四
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

十
三
日（
木
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　

十
四
日（
金
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
零
時
二
十
五
分

　

会　
　

場
：
別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

〒
八
七
四‒

〇
八
二
八　

大
分
県
別
府
市
山
の
手
町
十
二‒

一

　
　
　
　
　
　

☎
〇
九
七
七‒

二
六‒

七
一
一
一

　

参
加
費
：
六
千
円
（
二
日
間
／
参
加
費
・
資
料
代
、
税
込
）

　

締
め
切
り
：
五
月
二
十
三
日（
木
）

※�

宗
務
本
庁
で
取
り
ま
と
め
の
上
、「
同
宗
連
」
事
務
局
に
申
し
込
み
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
教
学
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

釈
尊
降
誕
会　

花
ま
つ
り

　

令
和
六
年
四
月
八
日（
月
）　　
　

午
前
十
時　
　

真
如
三
昧
耶
堂

清
瀧
権
現
桜
会　

第
六
十
九
回　

豊
太
閤
花
見
行
列

　

令
和
六
年
四
月
十
四
日（
日
）　　

午
後
一
時　
　

下
伽
藍

清
瀧
権
現
桜
会　

結
願　

恵
印
法
要

　

令
和
六
年
四
月
十
五
日（
月
）　　

午
前
十
時　
　

下
伽
藍

感
謝
状
授
与
式

　

令
和
六
年
四
月
十
五
日（
月
）　　

午
後
二
時　
　

下
伽
藍

清
瀧
権
現
桜
会　

大
蔵
流
奉
納
狂
言

　

令
和
六
年
四
月
十
五
日（
月
）　　

午
後
三
時　
　

下
伽
藍

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
二
回
生
卒
業
式

　

令
和
六
年
四
月
二
十
五
日（
木
）　

午
前
十
時　
　

伝
法
学
院

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
三
回
生
入
学
式

　

令
和
六
年
五
月
七
日（
火
）　　
　

午
前
十
時　
　

伝
法
学
院

三
宝
院
流
得
度
式

　

令
和
六
年
五
月
九
日（
木
）　　
　

午
前
十
時　
　

三
宝
院　

本
堂

准
胝
観
音
御
開
扉
法
要

　

令
和
六
年
五
月
十
五
日（
水
）　　
　

開
白　

午
前
十
時
三
十
分　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

　

令
和
六
年
五
月
十
八
日（
土
）　　
　

中
日　

午
前
十
時
三
十
分　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

　

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日（
火
）　　

結
願　

午
後
二
時　
　
　
　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

伝
授
開
莚
告
知

醍
醐
寺
で
は
本
年
九
月
に
左
記
の
伝
授
の
開
莚
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
あ
ら
た
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
理
性
院
流 

太
元
護
摩 

付
息
災 

伝
授

　

伝
授
大
阿
闍
梨　

醍
醐
寺
座
主
・
三
宝
院
門
跡　

壁
瀬
宥
雅 

大
僧
正
猊
下

○
梵
字
悉
曇
伝
授
～
坂
井
榮
信
悉
曇
阿
闍
梨
相
承

　

澄
禅
流
梵
字
・
智
満
流
梵
字
伝
授
～
・
悉
曇
灌
頂

　

第
一
会
（
十
二
会
予
定
、
九
月
は
一
会
の
み
）
又
、
大
師
流
梵
字
も
予
定

　

伝
授
悉
曇
阿
闍
梨　

種
智
院
大
学
副
学
長　

児
玉
義
隆 

僧
正

　

※
約
三
年
を
予
定
し
、
悉
曇
灌
頂
を
開
壇
し
ま
す
。

　

※
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ
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社

醍醐寺開創1150年慶讃事業義納金について

［お問い合わせ］宗務本庁 TEL：075-571-0002

　今般の義納金は、醍醐寺開創以来1150年に亘って受け
継がれてきた法流伝承の象徴として「法流の杜」を整備
するための大切なものです。
　詳細はお手元のパンフレットをご確認いただき、是非
お早目の納入をお願いいたします。
　ご不明点は宗務本庁までお問い合わせください。

開創1150年記念　醍醐寺 国宝展

会　期：2024年6月15日（土）〜8月25日（日）

休館日：月曜日、7/23（火） 
　　　　＊7/15（月・祝）、8/12（月・祝）は開館

会　場：大阪中之島美術館　4階展示室

時　間：10：00〜17：00（入場は16：30まで）

https://nakka-art.jp/exhibition-post/daigoji-2024/


